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２ 平成27年度第1回研修委員会開催される 

 5月月月月27日日日日、平成27年度の第1回研修委

員会が、ホテル国際２１で開催されまし

た。 

 本年度の研修予定は既に配布してあり

ますし、ホームページにも掲載してありま

すのでご参照ください。 

 当委員会で担当講師の分担等を決定

し、巡回指導担当区域の配分も決定いた

しました。これにより、各種研修が行わ

れ、巡回指導にも同行いたします。 

 また、フォークリフト月次点検にかかる新

規研修については、検討を行ったものの

結論が出ず、保留となりました。 

 「危険の見える化（リスクアセスメント）」

については、8月4日のセミナーに向けて

当支部モデルの改定・更新作業を進め

ていることが報告されました。 

 各研修の情報は随時（2か月前）にお知

らせいたしますが、当支部ホームページ

からもダウンロードできますのでご利用くだ

さい。 

公益社団法人建設荷役車両安全技術協会長野県支部 
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建荷協長野県支部通信 

 5555月月月月21212121日日日日、公益法人となってから第4

回目の長野県支部定時総会がホテル国

際２１で開催されました。総会は委任状を

含め会員152社の出席をもって成立し、

遠藤支部長のあいさつに引き続き、第1

号議案「平成26年度事業報告並びに収

支決算報告」、第2号議案「平成27年度

事業計画（案）並びに収支予算（案）」に

ついて審議し、いずれも原案のとおり可決

されました。 

 総会では、建設荷役車両安全の普及

促進に尽力し当協会の事業s推進に寄与

された次の方々が本部会長及び当支部

長から表彰されました。（敬称略） 

功績賞功績賞功績賞功績賞    倉科晴吉倉科晴吉倉科晴吉倉科晴吉（キャタピラーイースト

ジャパン（株）関東支社） 

技能賞技能賞技能賞技能賞    高橋高橋高橋高橋    功功功功（パークス甲信越

（株）） 

技能賞技能賞技能賞技能賞    三三三三ツツツツ石徹石徹石徹石徹（飯田ヂーゼル（株）） 

技能賞技能賞技能賞技能賞    山崎和明山崎和明山崎和明山崎和明（（株）中野車輛） 

技能賞技能賞技能賞技能賞    板山賢次板山賢次板山賢次板山賢次（飯田自動車（株）） 

精励賞精励賞精励賞精励賞    三三三三ツツツツ井井井井まゆみまゆみまゆみまゆみ（長野県支部） 

考案賞銀賞考案賞銀賞考案賞銀賞考案賞銀賞    望月隼人望月隼人望月隼人望月隼人（コマツリフト中部

カンパニー） 

考案賞銀賞考案賞銀賞考案賞銀賞考案賞銀賞    北林誠北林誠北林誠北林誠（飯田ヂーゼル

（株）） 

努力賞努力賞努力賞努力賞    越山清越山清越山清越山清（日立建機日本（株）松

本営業所） 

他に入賞には至らなかったものの、3名（4

件）に対して参加賞が授与されました。 

 また、長野県支部創設以来研修の講

師として支部発展に貢献された村松湧二村松湧二村松湧二村松湧二

様に遠藤支部長より感謝状感謝状感謝状感謝状が贈呈されま

した。 

 総会にはご来賓として、長野労働局健

康安全課の古田課長、県下監督署を代

表して滝口長野労働基準監督署長のご

臨席を賜り、ご祝辞をいただきました。ま

た、建荷協本部会長の吉識様からもメッ

セージをいただき代読しました。 

 総会は成功裡に終了し、新年度の事業

がスタートしました。 

ハイライト：ハイライト：ハイライト：ハイライト：    

• 全国安全週間：7月1日～7日       

準備月間：6月1日～30日 

• 実務研修「記録表作成コース」

（7月22日、ポリテクセンター松

本）の申込を受け付けていま

す。 

•  実務研修「検査業者業務点検

コース」（7月16日、長野地域職

業訓練センター）の受講申込み

を受け付けています。 

• 「危険の見える化（リスクアセス

メント）セミナー」（8月4日、ポリテ

クセンター松本）の受講申込み

を受け付けています。 

• 全国安全週間実施要綱、研修

情報は当支部ホームページをご

参照ください。   

〒380-0872 
長野市妻科426-1 
長野県建築士会館4F 
TEL 026-232-2880 
FAX 026-232-6606 
http://www.sacl-nagano.jp 

第33回総会で挨拶される遠藤支部

長 



 4月16日、建荷協本部から佐々木調査部

長、桜井労働安全コンサルタントを迎え、

当支部リスクアセスメント検討小委員会委

員会と「危険の見える化（リスクアセスメン

ト）」の進め方について意見交換を行いまし

た。 

 当支部の５S－KY－RS三ステップの相

互の関連性と位置付けの仕方、リスクアセ

スメントの進め方について説明しました。 

 本部からもリスクアセスメント（RS）の進め

方として、危険に近づく頻度、危険になる

可能性、結果の重得度の三要素法は理解

が難しいという意見が多くある、当支部のよ

うな二次元のマトリクス法はわかり易い、とい

う意見がありました。 

 ５S演習に使用する事例、リスクアセスメント

に使用する事例は当支部独自に想定、作成

しているもので、本部の皆様にも大変参考に

なったようです。 

 翌4月17日には、本部の皆様と事務局長が

トヨタL＆F長野の工場・現場を視察させてい

ただき、大変勉強になりました。厚く御礼申し

上げます。 

 また、5月30日には前田製作所大町営業

所で実機を用いてリスク事例の作成を行い

ました。ありがとうございました。 

 次に、長野に本社のあるキノコ工場の

火災で4人が死亡した。冷却装置入れ替

えのため、天井部の配管をガスバーナー

で切断しているとき、飛んだ火花が壁の

発泡ウレタンに引火、燃焼。発生したシ

アン化合物による中毒死であった。工事

を発注する側、工事の現場管理者は断

熱材の燃焼危険性について何の検討も

行わなかったのだろうか。 

 いずれの場合も‘真面目に’任務を遂行

していたのだろうが、現場での危険に対

する鈍感さ、危険意識の欠如、組織の安

全意識の緩みが気になるところである。 

 先月は少し気になる事故が相次いだ。

まず、JR山手線の支柱の倒壊事故だ。人

命にかかわらなかったとはいえ、重大事

故につながりかねない「重大インシデン

ト」と運輸安全委員会が認定した。JR東

日本と工事会社の社員は、柱が傾いてい

るのを発見したが、目視だけですぐには

倒れないと判断。運行管理の指令部門、

電気系統担当への連絡をせず、作業員

確保が困難との理由で補修を3日後に先

送りした。列車運行の利便性を優先し、

安全性を後回しにした姿勢がみてとれ

る。重大事故の一歩手前だった。 

３ 「危険の見える化」の取り組み―本部と意見交換 

５ 事務局だより 

「われわれを取り巻く環

境にどんなどんなどんなどんな危険危険危険危険がありがありがありがあり、、、、

それがどれだけそれがどれだけそれがどれだけそれがどれだけ危険危険危険危険かかかか

を見る力が必要だ」 

４ 全国安全週間全国安全週間全国安全週間全国安全週間とSTOP!転倒災害防止ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ転倒災害防止ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ転倒災害防止ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ転倒災害防止ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

 高齢の方が転倒すると重症化する割合

が高く、日常生活での不慮の事故による

死因の中でも転倒・転落は交通事故を超

えております。長野労働局でも6月度月度月度月度を

「STOP！！！！転倒災害転倒災害転倒災害転倒災害プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト2015」の

「重点取組期間重点取組期間重点取組期間重点取組期間」」」」としています。みなさま

のところでもぜひ取り組んでみてください。 

 平成27年度の安全週間のスローガンは

「危険見危険見危険見危険見つけてみんなでつけてみんなでつけてみんなでつけてみんなで改善改善改善改善    意識高意識高意識高意識高めめめめ

てててて安全職場安全職場安全職場安全職場」です。われわれを取り巻く環

境にどんな危険があるのか、どれだけ危

険かを見る力を養いましょう。 

 第88回全国安全週間が、7月月月月1日日日日からからからから7

日日日日までのまでのまでのまでの1週間週間週間週間実施されます。この本週

間の実効を上げるため、6月月月月1日日日日からからからから30日日日日

をををを準備月間準備月間準備月間準備月間とします。職場の安全活動の

節目として年間計画の中で位置づけ、で

きるだけ効果の上がるように取り組みま

しょう。 

 長野県での休業4日以上の死傷災害は

5年連続で増加しており、そのうち「転倒

災害」が27％を占め、最も多くなっており

ます。 
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Q&Aコーナー 

Q:「建機付属クレーン部分の定期

自主検査者安全教育」を受けたら、

ユニック等の移動式クレーンの定期

自主検査もできるのでしょうか？ 

A:「建機付属クレーン部分の定期

自主検査者安全教育」は油圧ショベ

ルの定期（特定）自主検査と併せて

クレーン部分の検査もできるように

したものであり、講習時間も3.5時
間と短くなっております。 

 一方、「移動式クレーンの定期自

主検査者に対する安全教育」の講習

時間は7.0時間となっており、こち

らは移動式クレーン一般の検査がで

きます。 

 後者の安全教育を受けていれば油

圧ショベルのクレーン部分を検査で

きますが、前者の安全教育を受けた

からといってユニックなどの移動式

クレーン一般を検査できるものでは

ありません。誤解のないように。 

 

本部調査部長、安全コンサルタ

ントとの意見交換の模様 

（株）前田製作所大町営業所での

事例作成の模様 












